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令和７年度全国学力・学習状況調査（９年生対象） 
 
生徒質問紙から、当てはまる、どちらかといえ
ば、当てはまるの割合が多かった項目として、自
分にはよいところがある。（本校８８.７、県８６.
６、全国８６.２）、先生は、あなたのよいところ
を褒めてくれていると思う。（本校９７.７、県９
１.８、全国９２.２）困りごとや不安がある時、
先生や学校にいる大人にいつでも相談できる。
（本校８２.０、県７３.６、全国７３.２）、人の役
に立つ人間になりたい。（本校、９８.９、県９６.
９、全国９６.６）友達関係に満足している。（本
校９４.４、県９１.８、全国９１.４）、普段の生活
の中で、幸せな気持ちになることがある。（本校
９６.６、県９１.７、全国９１.６）等がありまし
た。 

 
御家庭での過ごし方のご指導・ご協力もよろし
くお願いいたします。 

飯塚市立小中一貫校飯塚鎮西校 中学部通信            
 

物事に対する認知を変容させる重要な契機の一つは、「うまくできた」という成功体験と喜びを
本人が実感することです。また、成功体験が認知変容の契機として生かされるためには、「自ら為

す」ことが重要な条件と考えられています。そのため、本校では、授業づくりを生徒への自発を促
しながら成功体験を経験しやすい学習過程をめざしています。具体的には、 
① 日常生活と結びついた場面設定、自己決定がある授業づくり【課題設定の場の工夫】 
② 意見交流の目的と手順を明確にした授業づくり【意見交流の場の工夫】 
③ 授業前後で考えの変容が見える授業づくり【考えを再考する場の工夫】 
を考えて、福岡教育大学教職大学院坂井清隆教授の指導を仰ぎながら取り組んでいます。 
表１、資料１～３は、小中教職員合同研修で確認した内容です。 

 

 

 

 

  

 

学力向上のための授業づくり 

第２回校内提案授業 

９月１０日（水）、宮野亜乃美教諭が８年１組で 

全職員に対して、保健・体育「バスケットボール」 

の提案授業を行いました。事後研修会では、全職員

で授業のよさや課題を出し合い、活発に交流しまし

た。また、福岡教育大学教職大学院坂井清隆教授か

らの授業の指導・助言をいただきました。 
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